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島根県立

益田高校

導入期指導

導入期指導の徹底と
地域との連携を通して
未来を切り開く力を育てる

◎「知性に富み、心身共に健やかで、
自らの力で未来を切り拓く生徒を育てる」
を教育目標として、生徒一人ひとりの「学
力保障」「資質保障」「進路保障」を
目指す。２００４年度にＳＳＨ（スーパーサ
イエンスハイスクール）事業の指定を受
け、理系人材の育成にも力を入れる。

国公立大には、京都大、大阪大、神戸大、
島根大、岡山大、広島大、山口大、九州大、
島根県立大、県立広島大などに 146 人
が合格。私立大には、青山学院大、慶
應義塾大、中央大、東京理科大、早稲
田大、同志社大、立命館大、関西学院
大など延べ128人が合格。

設立

形態

生徒数

10年度入試合格実績（現浪計）

19１２（明治４５）年

全日制／普通科、理数科／共学

１学年約２００人

住所
　

電話

Web Site

〒698-0017
島根県益田市七尾町1-17

0856-22-0044

http://www.masuda.ed.jp/

42
指導変革の

成果実践背景

◎高校生になりきれな
い生徒が増え、中高
のギャップを克服させ
る必要性が高まる

変革のステップ

◎導入期指導、学習
記録、面談などで生
徒の学びへの意欲を
高めると共に、ＳＳＨを
契機に地域連携を深
める

◎国公立大合格者が
過去十数年で最高の
実績を記録。ＳＳＨに
より地元の良さを再認
識する生徒が増加

　

島
根
県
西
部
を
代
表
す
る
進
学
校
で
あ
る
島
根
県
立

益
田
高
校
は
、
２
０
１
０
年
度
入
試
で
著
し
い
躍
進
を

遂
げ
た
。
過
去
10
年
、
約
80
〜
90
人
で
推
移
し
て
い
た

現
役
国
公
立
大
合
格
者
が
１
２
５
人
を
記
録
。
合
格
率

も
64
・
８
％
と
09
年
度
の
55
・
９
％
を
大
き
く
超
え
た
。

　

例
年
に
比
べ
て
、
入
学
時
の
学
力
が
高
か
っ
た
学
年

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
他
の
多
く
の
高
校
と
同
じ
よ

う
に
、
同
校
も
生
徒
の
気
質
変
化
に
戸
惑
っ
て
い
る
。

進
路
指
導
部
長
の
長
岡
正
和
先
生
は
、
自
校
を
次
の
よ

う
に
分
析
す
る
。

　
「
学
習
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
な
い
ま
ま
入
学
す

る
生
徒
が
多
く
、
学
力
の
幅
は
年
々
広
が
っ
て
い
ま

す
。
元
気
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
基
礎
学
力
の
定
着
し

て
い
な
い
生
徒
が
増
え
、
年
々
手
を
掛
け
な
く
て
は

な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
」

　

中
で
も
悩
み
の
種
は
、
中
学
校
の
学
習
の
延
長
で
高

校
の
学
習
に
臨
む
生
徒
が
多
い
こ
と
だ
。
生
徒
の
中
に

は
中
高
の
壁
に
悩
み
挫
折
感
を
味
わ
う
者
も
い
る
。
１

学
年
主
任
の
村
岡
英
子
先
生
は
言
う
。

　
「
多
く
の
生
徒
は
大
学
進
学
を
希
望
し
ま
す
が
、

そ
の
気
持
ち
と
勉
強
の
必
要
性
が
結
び
つ
い
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
学
習
と
い
え
ば
定
期
考
査
対

策
と
い
う
よ
う
な
認
識
し
か
な
い
た
め
、
高
校
に
入

学
し
て
自
分
よ
り
勉
強
の
出
来
る
友
だ
ち
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、初
め
て
勉
強
と
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
、

中
学
校
と
同
じ
ス
タ
イ
ル
で

学
習
に
取
り
組
む
生
徒
た
ち
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壁
に
突
き
当
た
る
生
徒
は
大
勢
い
ま
す
。
高
校
生
ら

し
い
学
び
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
、
い
か
に
早
く
目
標

を
持
た
せ
ら
れ
る
か
が
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
課
題
を
受
け
、
こ
こ
数
年
同
校
が
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
導
入
期
指
導
だ
。

　
「
中
学
校
で
学
び
合
い
や
グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
を

経
験
し
て
い
る
た
め
か
、
最
初
は
高
校
の
授
業
ス
タ

イ
ル
に
慣
れ
な
い
生
徒
も
多
く
い
ま
す
。
入
学
時
に

『
学
び
方
』
を
伝
え
る
こ
と
で
、
生
徒
の
意
欲
を
喚

起
し
、
学
ぶ
態
度
を
早
急
に
育
成
す
る
必
要
性
を
感

じ
て
い
ま
し
た
」（
長
岡
先
生
）

　

導
入
期
指
導
の
柱
は
、
３
年
前
に
始
め
た
「
新
入
生

橋
渡
し
ウ
ィ
ー
ク
」
だ
。
入
学
直
後
の
１
週
間
に
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
服
装
・
挨
拶
指
導
、
学
習
の
仕

方
や
授
業
の
受
け
方
な
ど
の
学
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行

う
。
狙
い
は
、
中
高
の
円
滑
な
接
続
の
実
現
だ
。
学
習

面
で
は
、
国
語
、
数
学
、
英
語
を
そ
れ
ぞ
れ
２
時
間
以

上
、
他
教
科
は
１
時
間
ず
つ
当
て
、
授
業
計
画
や
方
針
、

評
価
方
法
の
説
明
を
行
う
。

　

特
に
重
視
す
る
の
は
、「
益
高
生
」
と
し
て
の
自
覚

を
持
た
せ
る
こ
と
だ
。「
新
入
生
橋
渡
し
ウ
ィ
ー
ク
」

の
最
初
の
土
曜
日
に
は
学
年
集
会
を
開
き
、
取
り
組
み

の
意
義
を
伝
え
、
生
徒
部
、
進
路
指
導
部
、
教
務
部
な

ど
の
各
分
掌
が
「
益
高
生
」
と
し
て
の
心
構
え
を
説
く
。

　

ま
た
、「
新
入
生
橋
渡
し
ウ
ィ
ー
ク
」
は
教
師
の
決

意
表
明
の
場
で
も
あ
る
と
、
長
岡
先
生
は
話
す
。

　
「『
自
ら
の
未
来
を
自
ら
の
手
で
切
り
拓
く
力
を
身

に
付
け
た
人
材
』
と
い
う
の
が
、
教
師
が
求
め
る
益

高
生
で
す
。
そ
の
た
め
に
教
師
は
、
進
路
実
現
に
必

要
な
学
力
（
学
力
保
障
）、
勤
労
観
や
生
き
方
の
確

立
（
資
質
保
障
）、
将
来
の
目
標
に
応
じ
た
進
路
の

実
現
（
進
路
保
障
）
に
向
け
て
、
生
徒
を
し
っ
か
り

支
援
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
す
る
の
で
す
」

　
「
新
入
生
橋
渡
し
ウ
ィ
ー
ク
」
で
培
っ
た
学
び
へ
の

意
欲
を
、
実
際
の
学
習
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も
力

を
入
れ
る
。「
私
の
キ
セ
キ
（
軌
跡
・
奇
跡
）」
は
、
各

教
科
の
学
習
時
間
や
食
事
、
睡
眠
な
ど
生
活
全
般
を
確

認
す
る
た
め
の
生
活
記
録
で
、
入
学
時
か
ら
３
年
間
、

毎
日
朝
の
Ｈ
Ｒ
時
に
記
入
し
、
提
出
さ
せ
て
い
る
（
図

１
）。
家
庭
学
習
の
時
間
や
教
科
の
バ
ラ
ン
ス
、
就
寝

時
間
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
教
師
は
個
々
の
生
徒
の
変

化
を
把
握
す
る
。

図１ 「私のキセキ」　　

学習時間だけでなく、就寝時間も記入させ、無理をしていないか確認する
＊学校資料をそのまま掲載

島
根
県
立
益
田
高
校

村
岡
英
子

　 M
u

rao
k

a E
ik

o
 

教
職
歴
14
年
。同
校
に
赴
任
し
て
7
年
目
。１
学
年
主
任
。

「
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
の
頭
で
考
え
て
行
動
す
る

こ
と
」

島
根
県
立
益
田
高
校

大
庭
荘
平

　 O
b

a S
h

o
h

ei

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
教
務
部
長
。

「
仏
作
っ
て
魂
入
れ
る
」

島
根
県
立
益
田
高
校

福
井
文
生

　 F
u

k
u

i F
u

m
io

教
職
歴
25
年
。同
校
に
赴
任
し
て
7
年
目
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
担
当
。

「Take it easy

」

島
根
県
立
益
田
高
校

長
岡
正
和

　 N
ag

ao
k

a M
asak

azu

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
進
路
指
導

部
長
。「
何
事
も
気
力
、
体
力
、
精
神
力
」

「
益
高
生
」に
な
る
こ
と
が

生
徒
た
ち
の
最
初
の
課
題

教
科
ご
と
の
学
習
時
間
を
把
握
し

指
導
の
改
善
に
生
か
す
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島根県立　益田高校島根指導変革の

　
「
私
の
キ
セ
キ
」
は
、
学
年
全
体
の
課
題
を
把
握
す

る
上
で
も
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
だ
。
年
10
回
、
新
学

期
開
始
直
後
、
定
期
考
査
直
後
、
長
期
休
暇
前
、
高
校

総
体
の
県
予
選
直
後
な
ど
、
生
徒
の
学
習
習
慣
が
乱
れ

が
ち
な
節
目
と
な
る
時
期
に
、
生
徒
全
員
の
１
週
間
分

の
学
習
時
間
を
、担
任
と
副
担
任
が
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
。

学
年
ご
と
に
、
学
年
全
体
と
各
学
級
の
学
習
時
間
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
科
の
学
習
時
間
な
ど
を
集
計
し
、
学
校
全

体
で
共
有
す
る
。

　

デ
ー
タ
の
う
ち
、
特
に
着
目
す
る
の
は
学
習
量
の
教

科
バ
ラ
ン
ス
だ
。
教
務
部
長
の
大
庭
荘
平
先
生
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
ど
の
教
師
が
受
け
持
っ
て
も
、
同
じ
レ
ベ
ル
の

指
導
が
出
来
る
よ
う
、
教
科
全
体
の
指
導
力
を
高
め

て
い
く
の
が
狙
い
で
す
。
年
度
当
初
な
の
に
特
定
の

教
科
だ
け
学
習
時
間
が
少
な
い
、
平
日
の
学
習
時
間

に
比
べ
て
休
日
の
学
習
時
間
ば
か
り
が
多
い
、
３
年

生
に
な
っ
て
も
理
科
や
地
歴
の
学
習
時
間
が
増
え
て

い
な
い
な
ど
、
教
科
ご
と
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
す

る
こ
と
で
、
教
科
担
当
が
授
業
の
進
め
方
や
課
題
の

出
し
方
、
生
徒
へ
の
意
識
づ
け
な
ど
を
見
直
す
き
っ

か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

デ
ー
タ
は
、
学
級
経
営
に
も
有
用
な
情
報
を
提
供
し

て
い
る
。
他
ク
ラ
ス
に
比
べ
て
学
習
時
間
や
睡
眠
時
間

が
少
な
い
と
い
っ
た
生
活
の
乱
れ
が
見
ら
れ
れ
ば
、
担

任
か
ら
生
徒
に
さ
ま
ざ
ま
な
声
掛
け
や
意
識
づ
け
を
行

う
。
担
任
自
身
が
気
持
ち
を
引
き
締
め
る
契
機
に
も
な

っ
て
い
る
の
だ
。

　

教
師
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
全
員
体
制
で
指
導
に
臨

ん
で
い
る
こ
と
も
、
同
校
の
躍
進
を
支
え
る
重
要
な
要

素
だ
。
学
年
集
会
で
は
、
定
期
的
に
進
路
情
報
の
提
供

や
進
路
意
識
を
高
め
る
た
め
の
講
演
を
行
う
が
、
外
部

か
ら
講
師
は
招
か
ず
、
す
べ
て
同
校
の
教
師
が
自
分
で

調
べ
た
情
報
、
経
験
を
基
に
生
徒
へ
投
げ
か
け
る
。
学

年
通
信
で
は
、
Ｂ
４
用
紙
両
面
分
の
エ
ッ
セ
イ
を
教
師

全
員
が
輪
番
で
執
筆
す
る
。
学
校
行
事
や
定
期
考
査
な

ど
直
近
の
話
題
を
中
心
と
し
て
、
自
身
の
高
校
時
代
の

体
験
、
時
事
問
題
な
ど
も
交
え
な
が
ら
生
徒
に
エ
ー
ル

を
送
る
。

　

生
徒
把
握
や
意
識
啓
発
の
た
め
に
、面
談
も
頻
繁
だ
。

「
私
の
キ
セ
キ
」
や
進
路
希
望
調
査
、
模
試
結
果
な
ど

を
基
に
、
生
徒
１
人
当
た
り
年
７
、８
回
は
行
う
。
も

ち
ろ
ん
、
気
に
な
る
生
徒
が
い
れ
ば
日
常
的
に
話
を
聞

く
時
間
を
設
け
る
。
授
業
前
の
時
間
や
昼
食
の
時
間
を

割
い
て
面
談
に
当
た
る
教
師
も
多
い
。

　
「
本
校
で
は
、進
路
講
演
や
学
年
通
信
、面
談
な
ど
、

教
師
が
自
ら
調
べ
た
り
、
生
徒
に
語
り
掛
け
た
り
す

る
場
面
が
多
い
。
こ
の
こ
と
が
教
師
や
学
校
に
対
す

る
生
徒
の
信
頼
感
を
高
め
、
実
績
に
結
び
つ
い
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
長
岡
先
生
）

　

指
導
に
時
間
と
手
間
を
惜
し
ま
な
い
教
師
の
意
欲
、

そ
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
す
る
生
徒
の
思
い
が
、
同
校

の
活
力
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

生
徒
自
ら
が
将
来
の
目
標
や
志
望
を
見
い
だ
し
、
未

来
を
切
り
開
く
力
を
高
め
る
こ
と
も
同
校
の
重
要
な
テ

ー
マ
だ
。
そ
の
点
で
効
果
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
04
年

度
か
ら
指
定
を
受
け
て
い
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の
取
り
組
み
だ
。
07
年
度
に

は
更
に
５
年
間
の
継
続
指
定
を
受
け
た
。
同
校
の
Ｓ
Ｓ

Ｈ
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
連
携
」
だ
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
担
当
の
福

井
文
生
先
生
は
、
そ
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
益
田
市
の
中
心
産
業
は
農
業
や
漁
業
、
商
業
で

あ
り
、
数
十
年
前
か
ら
人
口
の
流
出
が
進
ん
で
い
ま

す
。
一
昨
年
に
は
卒
業
生
の
９
割
が
県
外
に
出
ま
し

た
。
ま
た
、地
域
に
大
学
や
研
究
施
設
が
な
い
た
め
、

理
数
教
育
へ
の
関
心
を
育
て
る
の
が
難
し
い
面
が
あ

り
ま
す
。
最
先
端
の
科
学
に
触
れ
さ
せ
、
科
学
へ
の

興
味
を
深
め
る
と
共
に
、『
地
域
の
素
材
』
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
地
元
の
良
さ
を
再
認
識

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
、
１
年
次
必
修
の
学
校
設
定
科
目

「
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、
文
系
・
理
系

を
問
わ
ず
、
生
徒
全
員
が
参
加
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が

あ
る
。
７
月
の
地
域
巡
検
で
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

科
学
施
設
を
９
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
訪
問
。
12
月
の
東

京
実
習
で
は
、
首
都
圏
の
大
学
、
研
究
機
関
、
企
業
な

ど
、
３
〜
４
施
設
を
訪
れ
て
、
見
学
や
体
験
学
習
を
行

う
。
更
に
、
理
数
科
の
生
徒
は
、
２
年
次
10
月
の
大
学

地
域
に
焦
点
を
当
て
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で

地
元
の
良
さ
を
再
認
識
さ
せ
る

情
報
は
教
師
が
調
べ
て
伝
え

生
徒
の
信
頼
と
意
欲
を
高
め
る
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連
携
実
習
で
島
根
大
、広
島
大
、山
口
大
を
訪
れ
、講
義
・

研
究
実
習
に
参
加
す
る
。
い
ず
れ
の
活
動
も
、
連
携
先

か
ら
事
前
に
課
題
を
受
け
、
調
べ
学
習
を
行
い
、
連
携

先
に
報
告
。
そ
の
後
、
訪
問
し
て
実
習
を
行
い
、
成
果

を
校
内
で
発
表
す
る
（
図
２
）。

　
「
例
え
ば
、
近
年
、
弥
生
時
代
の
年
代
が
従
来
の

定
説
よ
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
る
の
は
、
新
た
な
発
掘

や
科
学
的
な
分
析
の
成
果
で
す
。
実
際
に
研
究
し
て

い
る
専
門
家
か
ら
そ
う
し
た
話
を
聞
く
こ
と
で
、
生

徒
は
文
系
・
理
系
の
垣
根
が
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
す
。
ま
た
、
今
学
ん
で
い
る
こ
と
が

最
先
端
の
研
究
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
気
づ
け
ば
、

た
と
え
苦
手
教
科
の
学
習
で
も
興
味
を

持
っ
て
取
り
組
め
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」（
福
井
先
生
）

　

10
年
３
月
に
卒
業
し
た
学
年
の
う
ち
、

理
系
志
望
者
は
１
年
生
時
点
で
学
年
全

体
の
４
割
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
２
年
生

で
５
割
、
３
年
生
で
は
６
割
ま
で
増
え

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
回
答
で
は
、

「
地
元
が
都
市
化
す
れ
ば
良
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
自
然
豊
か
な
県
と
し
て
発
展

さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」

「
都
会
に
行
く
こ
と
し
か
頭
に
無
か
っ
た

け
れ
ど
も
石
見
の
良
さ
を
再
発
見
で
き

た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

施
設
へ
の
引
率
な
ど
は
副
担
任
を
含

め
学
年
の
全
教
師
が
担
当
す
る
た
め
、

学
年
団
の
結
束
を
固
め
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
と
い
う
。

　

今
後
の
課
題
は
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
授
業
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

　
「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
通
し
て
、
生
徒
は
自
分
で
調
べ
て
発

表
す
る
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
が
、
通
常
の
授
業
で

も
そ
う
し
た
場
面
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
教
師
も
生
徒
も
定
期
考
査
や
模
試
で
良
い
点
数

を
取
る
こ
と
を
意
識
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｓ

Ｈ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
授
業
の
中
で
も
人
間
力
を

高
め
る
よ
う
な
指
導
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
、
新
学

習
指
導
要
領
の
理
念
を
実
現
す
る
上
で
も
重
要
だ
と

実
感
し
ま
し
た
」（
大
庭
先
生
）

　

授
業
力
向
上
は
学
校
全
体
の
課
題
と
認
識
し
、
若
手

教
師
に
大
学
入
試
問
題
を
解
か
せ
る
な
ど
の
施
策
が
具

体
化
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
地
域
と
の
連
携
も
生
徒
育

成
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
、
長
岡
先
生
は
強
調
す
る
。

　
「
生
徒
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
は
、
本
校
の
力

だ
け
で
な
く
、
今
後
は
小
・
中
学
校
と
の
連
携
な
ど

地
域
全
体
の
教
育
力
を
高
め
る
取
り
組
み
が
大
切
に

な
る
で
し
ょ
う
。
10
年
７
月
に
は
、
中
国
地
方
の
Ｓ

Ｓ
Ｈ
指
定
校
と
連
携
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
を
招
い

て
科
学
講
演
や
ポ
ス
タ
ー
発
表
、
出
張
講
座
な
ど
を

行
う
『
益
田
さ
い
え
ん
す
た
う
ん
』
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
打
ち

出
し
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
か
な
え
ら

れ
る
よ
う
な
街
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」

　

益
田
高
校
で
育
ま
れ
た
教
師
の
団
結
は
、
地
域
社
会

へ
も
広
が
り
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。

図２ 「サイエンスプログラム」の成果発表で生徒が作ったポスター

「サイエンスプログラム」で調べたことをポスターにまとめ、発表会を行う
＊学校資料をそのまま掲載

教
師
一
人
ひ
と
り
が

「
授
業
の
プ
ロ
」を
目
指
し
て
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